
 

 

 

 

 

 

 

 ▶ 受講者 77人     （単位：人） 

職種 人数 職種 人数 

訪問看護師 23 相談員 2 

ケアマネ 18 社会福祉士 3 

介護福祉士 8 栄養士 2 

ヘルパー 2 保健師 1 

看護職 10 宇治市職員 3 

理学療法士 2 その他 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度実施地域：京田辺市、右京区、上京区、中京区、宇治市、西京区 

令和元年度 京都地域包括ケア推進団体等交付金研修 

 宇治市の開催目的は、多職種が協働してひとつとなり、看取りが自然な状況

で、住み慣れた所で過ごせるように出来ることを話し合う事でした。 

 まず、宇治明星園特別養護老人ホーム副園長で 

相談員の野村宏之氏に施設看取りを始めたきっかけ、その経緯についてお話い

ただきました。それは、ある救急病院の医師に施設での看取りについて言われ、

どのように進めていき、いかに自然にしていくことが出来たのかを話して頂きま

した。 

  また、話題提供として、訪問看護師、ケアマネージャー、相談員の立場

から多職種連携の事例が上がりました。なんとか入院せずに在宅で生活

したいご本人・ご家族の気持ちを在宅チームの訪問看護師が中心とな

り、在宅でショートステイ利用に繋げることが出来たのは、「そんな仕事

がしたかった」と難しいケアプランに取り組んだケアマネージャーや、そ

の難題を受け入れ実行したショートの相談員でした。その時の想いを、そ

れぞれがみなさんに伝えていきました。 

 

 

 グループワークでは、「その人の人生を考え支え合うためのそれぞれの役割に

ついて共に考える」という多職種協働をテーマに、１３のグループに分かれて話し

合いました。各グループでは、熱のこもった意見が取り交わされ、時間いっぱい（少

し足らないようでしたが）にディスカッションすることができました。 

多職種協働の第一歩を踏み出せたと思います。 

 

 最後に京都地域包括ケア推進機構発行「考えてみましょう『人生の終い支度』と医

療」を参考にＡＣＰについての理解を深め、ご利用者様への啓発・普及促進に向けた

取り組みをしていく事の重要性を共有する機会となりました。 

▶独居の看取り経験 

 あり 32人、なし 41人、未回答・未提出4人 

▶今回の研修か今後の看取りケアにいかけそうですか？ 

 非常に活用できる 40人 かなり活用できる 29人 まあまあ 5人  

未回答・未提出 3人 

▶受講者アンケート 感想・自由記載より（抜粋） 

・在宅生活を支える方々の想いを改めて知り、毎日の業務に生かしていきたいと 

思いました。 

・看取りを迎える際、いろいろな場面を想定したマニュアルをみんなで確認して 

いき、不安を解消していた実践は参考になった。 

・専門職の方がそれぞれの立場で、単独で取り組むのではなく、協働していく事 

の意義をよく知ることができました。これからも多職種の意見交換は必要にな

ると感じました。 


